
1月15日号 

No.1046

英比小学校の中庭で１２月１８日、児童、先生、地域の皆さんが参加して、もちつきをしました。「週末子ども教室」で、もちつきのほかにも、校庭
でいろいろな遊びをしたり、つきたてのもちを食べたりして楽しい時間を過ごしました。（６ページにも紹介記事があります。） 

2012

幼・保・小・中一貫教育プロジェクト 
教育長から年頭のあいさつです。 

実施計画まとまる 
平成２４年度から平成２６年度までの３年間に行う普通建設事業を紹介します。 

循環バス利用状況 
運行開始から２カ月間の利用状況を報告します。 

経済センサス‐活動調査を実施します 
すべての企業、事業所が調査の対象になります。 

“みんなでもちつき” “みんなでもちつき” 
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阿阿久久比比町町循循環環ババスス １１００月月・・１１１１月月のの利利用用状状況況
　循環バスをご利用いただき、ありがとうございます。平成２３年１０月１日の運行開始から１１月３０日までの２カ月間
の利用状況がまとまりましたので報告します。
　２カ月間で延べ９,８２６人の利用がありました。（ただし、阿久比駅前バス停で循環バス間を乗換、継続乗車の場合
は、重複で算出しています。）
　１日当たりでは１６０人を超える利用がありました。

□バス停別利用状況
　【ブルーライン】
　利用者が最も多いのは阿久比駅前で、１日に約８０人の乗降がありました。（ただし、阿久比駅前バス停で循環バ
ス間を乗換、継続乗車の場合は、重複で算出しています。）
　アピタは阿久比駅前に次いで利用が多く、１日に２０人以上の乗降がありました。
　ほかには、宮津団地、宮津山田入口、阿久比団地、坂部駅前、東ヶ丘のバス停も１日 １０ 人前後の乗降がありまし
た。
　【オレンジライン】
　利用者が最も多いのは阿久比駅前で、１日に約 ５０ 人の乗降がありました。（ただし、阿久比駅前バス停で循環バ
ス間を乗換、継続乗車の場合は、重複で算出しています。）
　ピアゴの利用も多く、１日 １０ 人程度の乗降がありました。
　草木地区の東原公園～草木公民館の区間は、いずれも一定の利用者があり、地区全域で利用されていることが分
かりました。

□曜日別利用者数（１日当たり）

日曜日 

月曜日 

火曜日 

水曜日 

木曜日 

金曜日 

土曜日 

祝　日 

１５０ 
５０ １００ １５０ ２００ 人 

１７７ 

１６２ 

１６１ 

１４８ 

１５７ 

１８７ 

曜日別利用者数は、祝日が
最も多く、１日当たり１８７人
でした。 
祝日を除くと、月曜日に利
用者数が多く１７７人で、最も
少ないのは金曜日の１４８人で
した。 

１６４ 

□天気別利用者数（１日当たり）

晴 

曇 

雨 

１６８ 

５０ １００ １５０ ２００ 人 

１５４ 

１１１ 

天気別利用者数は、晴れの
日が多く、１日当たり１６８人
でした。 
雨の日は、晴れの日に比べ
３分の２程度となる１１１人で
した。 
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□便別利用者数

１０１便 

１０２便 

１０３便 

１０４便 

１０５便 

１０６便 

１０７便 

１５１便 

１５２便 

１５３便 

１５４便 

１５５便 

１５６便 

２０１便 

２０２便 

２０３便 

２０４便 

２０５便 

２０６便 

２０７便 

２５１便 

２５２便 

２５３便 

２５４便 

２５５便 

２５６便 

３８２ 
１０００ ９００ ８００ ７００ ６００ ５００ ４００ ３００ ２００ １００ ０ 人 

９２７ 

便別累計利用者数 
（１０月１日～１１月３０日） 

６９８ 

５５０ 

４２３ 

２８９ 

１２５ 
ブルーラインは１０２便、１０３
便、１０４便、オレンジライン
は２０２便、２０３便の利用が多
く、１便当たり１０人～１５人
程度の利用がありました。 
オレンジラインの東部区間（２
５１便～２５６便）は、他と比較
して少ないものの、いずれ
の便も利用者が存在してお
り、おおむね事前に設定し
た評価の目安「１便当たり
２人」以上の利用がありま
した。 

６９０ 

４８０ 

４４３ 

２８７ 

１４１ 

２９４ 

５８８ 

４３６ 

６０６ 

５４２ 

３３８ 

１６７ 

１６３ 

２２５ 

５２１ 

１３６ 

８８ 

２１１ 

７６ 

ブルーライン 
北部 

ブルーライン 
南部 

オレンジライン 
北部 

オレンジライン 
東部 

満員になる循環バスがあります
次の便は、主に月曜日～金曜日に混雑します。
満員でご乗車いただけない場合もございます。
ご了承ください。

【ブルーライン】１０２便／１５２便

　東ヶ丘（午前９時５２分発）

　　→ 坂部駅前（午前１０時５分発）

　　　→ 阿久比駅前（午前１０時３０分発）

　　　　→ アピタ（午前１０時３６分着）

※　特に、陽なたの丘（午前１０時１３分発）、宮津山田入口（午前１０時１４分発）、宮津団地（午前１０時１５分発）の
　停留所は、満員で乗車いただけない場合があります。
　　東ヶ丘、高根台集会所、板山公民館方面からバスを利用し、降車後に電車を利用される方は、坂部駅で電
　車に乗り換えていただくこともできます。
　　土曜日、日曜日や雨の日は、利用者が比較的少ない傾向にあります。
　　ご迷惑をおかけしますが、混雑緩和にご協力ください。

□問い合わせ先　防災交通課　�（４８）１１１１（内２７７）
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　第５次阿久比町総合計画（平成２３年度～平成３２年度）は、「安全・安心・安定」、「阿久比らしさ」、「参画と協働」
を基本理念として、まちの将来像「みどりと共生する快適生活空間・あぐい」を目指しています。
　その実現のため、６つの基本目標（施策の柱）を

１．住みつづけたい快適なまち　　　　２．みどりと共生する安全なまち
３．人にやさしい健康・福祉のまち　　４．人を育てる教育・文化のまち
５．活力ある産業のまち　　　　　　　６．みんなでつくる参画と協働のまち

と定めています。
　第２期実施計画は、まちの将来像を実現するため、平成２４年度～平成２６年度の３年間に計画的に行う普通建設事
業をまとめたものです。各基本目標の主な事業は次のとおりです。

７億６,５００万円総事業費住みつづけたい快適なまち【基本目標１】
４,５００万円土地区画整理 （主な事業）
１,１００万円駅前駐輪場整備
６,２００万円矢高横川線道路改良

２億４,５００万円町道 ３１９６ 号線道路改良
３億４,０００万円町内の道路改良・道路橋梁維持
４,５００万円排水路改良・ため池整備
１,７００万円都市公園整備

２億７００万円総事業費みどりと共生する安全なまち【基本目標２】
２,９００万円里山林整備 （主な事業）
２,４００万円住宅用太陽光発電施設導入促進
２,４００万円合併処理浄化槽整備
４００万円消防施設整備
１,０００万円可搬小型動力ポンプ付消防自動車購入（消防団）　
１,８００万円交通安全施設整備（ガードレールの設置など）　　
６,０００万円交通安全対策（通学路の安全管理、道路側溝など）
５００万円防犯対策

（参考）公共下水道整備　　５億１,９００万円
※　実施計画は普通会計による集計のため、公共下水道整備（特別会計）は総事業費には含まれていません。

７億２,６００万円総事業費人にやさしい健康・福祉のまち【基本目標３】
９００万円保育所整備 （主な事業）

６億９,９００万円保育所新設
１,８００万円保健センター整備

８億５,５００万円総事業費人を育てる教育・文化のまち【基本目標４】
１億４,０００万円小中学校校舎等整備 （主な事業）
８,３００万円小学校トイレ改修

１億８,０００万円小中学校空調設備設置
４,１００万円中学校太陽光発電設備導入

２億３,４００万円中学校プール整備
３,５００万円給食センター整備
２,６００万円中央公民館整備
３,３００万円図書及び視聴覚資料整備
１,８００万円図書館整備
２,６００万円スポーツ村施設整備
１,１００万円グランド整備
１,６００万円ふれあいの森整備

３億１,２００万円総事業費活力ある産業のまち【基本目標５】
９,３００万円土地基盤整備 （主な事業）
７,５００万円農道、水路整備

１億１,１００万円愛知用水 2期事業負担金
２,０００万円勤労福祉センター整備

２９億２,３００万円総事業費みんなでつくる参画と協働のまち【基本目標６】
６００万円庁舎整備 （主な事業）

２９億１,７００万円新庁舎建設

□問い合わせ先　企画財政課　�（４８）１１１１（内２０４・３０３）



広報あぐい　２０１２年１月１５日号

5

１７４ 
防災交通課 
fl（４８）１１１１ 
（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 
　防災行政無線が聞き取りにくい場合は
�（４８）７０３０で確認してください。最新の
メッセージを聞くことができます。

行政無線情報は電話でも
　

国
は
毎
年
一
月
二
十
六
日
を
「
文
化
財

防
火
デ
ー
」
と
定
め
、
全
国
的
に
文
化
財

の
防
火
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
昭
和

二
十
四
年
一
月
二
十
六
日
に
日
本
最
古
の

壁
画
が
描
か
れ
た
法
隆
寺
金
堂
（
奈
良
県

斑
鳩
町
）
が
焼
損
し
、
そ
の
後
も
貴
重
な

文
化
財
の
焼
失
な
ど
が
相
次
い
だ
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
り
、
次
の
世
代

に
伝
え
て
い
く
た
め
に
は
、
文
化
財
の
所

有
者
・
管
理
者
だ
け
で
成
し
遂
げ
ら
れ
る

も
の
で
は
な
く
、
地
域
の
住
民
や
消
防
機

関
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
、
火
災
を
発
生

さ
せ
な
い
環
境
作
り
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

阿
久
比
町
で
も
、
こ
の
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
に
合
わ
せ
、
町
内
の
愛
知
県
指
定
・

町
指
定
の
文
化
財
所
有
者
に
協
力
を
得
て
、

防
火
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
一
月
二
十
九
日（
日
）午
前
九

時
半
か
ら
白
沢
の
白
龍
山
宝
安
寺
の
協
力

で
『
本
堂
か
ら
出
火
し
、
町
指
定
有
形
文

化
財
の
円
空
仏
へ
の
延
焼
を
防
止
す
る
』

と
の
想
定
で
、
半
田
消
防
署
阿
久
比
支
署

と
阿
久
比
町
消
防
団
が
消
火
放
水
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。

　

訓
練
中
は
、
一
般
車
両
の
通
行
規
制
な

ど
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

一
月
二
十
六
日
は

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
ろ
う

長松山正盛院（草木）で行われた昨年の文化財防火訓練

　

年
末
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運

動
期
間
（
十
二
月
一
日
〜
二
十
日
）
中

の
十
二
月
十
四
日（
水
）に
名
鉄
阿
久
比

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
で
、
半
田
警
察
署
署

員
、
知
多
県
民
セ
ン
タ
ー
職
員
、
役
場

職
員
に
よ
る
『
阿
久
比
町
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

駅
前
の
駐
輪
場
や
、
商
業
施
設
の
駐

輪
場
で
自
転
車
の
盗
難
が
多
い
こ
と
か

ら
、
高
校
生
を
中
心
に
「
自
転
車
か
ら

離
れ
る
と
き
は
必
ず
鍵
を
掛
け
ま
し
ょ

う
。
二
つ
以
上
の
鍵
を
付
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
呼
び
掛
け
る
と

と
も
に
、
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ッ
ク
な
ど
の
啓

発
物
品
を
配
り
ま
し
た
。

安全なまちづくり防犯
　　　キャンペーンを実施

　

高
齢
者
を
対
象
に
し
た
交
通
安
全
教

室
を
十
二
月
十
三
日（
火
）に
卯
之
山
老

人
憩
の
家
で
開
き
ま
し
た
。
半
田
警
察

署
交
通
課
署
員
、
愛
知
県
交
通
安
全
教

育
チ
ー
ム
『
あ
ゆ
み
』
の
皆
さ
ん
を
講

師
に
招
き
、
脳
の
活
性
化
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
講
話
で
は
、
交
通
ル
ー
ル

や
反
射
材
の
重
要
性
に
つ
い
て
分
か
り

や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。

　

長
寿
会
会
長
の
稲
葉
仁
郎
さ
ん
が
交

通
安
全
宣
言
文
を
読
み
上
げ
、
最
後
に

参
加
者
全
員
で
「
交
通
事
故
の
な
い
明

る
い
住
み
よ
い
ま
ち
」
を
目
指
す
こ
と

を
宣
言
し
ま
し
た
。

高齢者交通安全教室で
　　　明るい住みよいまちへ
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●阿久比町菊花連合会が全国大会に出品

菊を出品した菊花連合会の皆さん

第４７回全日本菊花連盟全国大会が石川県白山市で１１
月１１日～１３日に開催され、阿久比町菊花連合会の会員
が丹精込めて育てた菊を出品しました。全国から集め
られた出品数約３,０００点の中から、次の皆さんが「入
選」を受賞しました。
【受賞者（敬称略）・花名・種目】
稲葉景久「泉郷女傑」〈古花部門太管（白・黄）〉
竹内豊子「巴錦」〈広のし部門美濃菊〉
西尾文夫「宝乙女」〈競技花部門福助作り（宝乙女）〉
竹内敏博「宝乙女」〈競技花部門福助作り（宝乙女）〉

●３年連続金賞に輝く

「ほしいずみ」を手にする新美さん（中）と木村さん（右）

今年の全国新酒鑑評会で丸一酒造（植大）の「ほし
いずみ」が３年連続となる金賞に選ばれました。報告
のため、代表取締役の新美尚史さんと杜氏の木村伸一
さんが１２月１３日に町長室を訪れました。
新美さんは「阿久比町は酒造りの環境としてとても
いい」と話し、木村さんは「酵母は生き物。天気や温
度の変化で微妙に酒の味が変わってしまうので管理が
難しい」と毎年変わる環境に影響される酒造りを語り
ました。
木村さんは３４歳で、愛知県内で一番若い杜氏です。

教室でつきたてのもちを食べました

１２月１８日には、英比小学校でも児童たちがもちつき
をしました。学校支援事業「週末子ども教室」の３回
目で、１年生～６年生の児童、先生、地域住民の約
１３０人が参加して行われました。
きねの重さによろめきながらも、元気よくもちをつ

く姿を、笑顔で周りの子どもたちは見ていました。
つきたてのもちをあんこ、きなこ、大根おろしを付

けて教室でいただきました。小学校で採れた大根を使
い、自分たちでついたもちの味は格別。「おいしい」
と話し、次々におかわりに並んでいました。

もちつきの順番を待つ園児たち

宮津保育園で１２月１５日、宮津山田と宮津団地両地区
の達者会、保護者会の協力で「もちつき会」がありま
した。
正月を前にしたこの時季の恒例行事。園児たちは、
もちをつきたくて順番を待っている間もそわそわした
様子。自分の順番が回ってくると、目を輝かせて力
いっぱいもちをついていました。友達や保育士の先生
などがつくときには、元気いっぱいの掛け声とともに
応援しました。
達者会の皆さんとの交流も深まり、にぎやかな楽し
い会になりました。
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あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

●老人クラブ会員が認知症を学ぶ

「知多地区老人クラブ大学講座」が１２月９日、勤労福
祉センター（エスペランス丸山）で開かれました。知多
半島５市５町の老人クラブから２７０人が参加し、国立長寿
医療センターの福田耕嗣医師が認知症について講演しま
した。福田さんは、増え続ける認知症の方を地域で支え
るためには、一人一人が認知症を正しく理解すること、
病気の早期発見・早期治療や予防の必要性などを話しま
した。

●ため池を見学

子どもたちはため池に関するクイズに挑戦

南部小学校３年生が１２月１６日に西狐谷池（植大）で
ため池の役割や重要性を学ぶ勉強会を行いました。
ヘルメットをかぶった児童８０人は、現在改修工事中
の堤防を見たり、県知多農林水産事務所や工事を担当
する建設業者から、ため池の機能や大切さの説明を聞
いたりしました。ため池に関するクイズでは、今も災
害時などに有効活用されていることや１００カ所以上町
内に残っていることを知って驚いていました。
子どもたちは、寒さに負けず約 1時間の勉強会で、
ため池を詳しく知ることができました。

●サンタさんからプレゼント

プレゼントを受け取る子どもたち

子育て支援センター「あぐぴっぴ」に１２月２２日、サ
ンタクロースがやって来ました。この日は「クリスマ
スウイーク」最終日。サンタさんの格好をした町長が、
プレゼントを子どもたちに手渡しました。
プレゼントは、松ぼっくりの「クリスマスツリー」。
子どもたちが元気で健やかに成長し、願い事がかない
ますようにと、あぐぴっぴ職員が作ったものです。
あぐぴっぴでは、クリスマスウイークとして１２月１６
日～２２日の期間中、子どもたちとクリスマスソングを
歌ったり踊ったり、クリスマス飾りを作るなど楽しく
過ごしました。

オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

●消防団が年末夜警

年の瀬の火災予防に１２月２７日～２９日の３日間、阿久比
町消防団が午後８時から午前０時まで年末夜警を行いま
した。
各分団がそれぞれの詰所で待機したり、消防自動車で
地区を巡回したりして、いざというときのために備えま
した。団員は「消防団は町民の生命や財産を守る大切な
仕事。しっかりと使命を全うします」と力強く語り、警
備を続けました。

●大震災の教訓を減災に生かす

東日本大震災の教訓を学び、減災に生かすための防災
講演会が１２月１１日、勤労福祉センター（エスペランス丸
山）で開かれました。防災リーダー・災害ボランティア
コーディネーター養成講座の一環で行われた講演会。講
師の名古屋大学減災連携研究センター客員教授の隈本邦
彦さんは、東日本大震災が「想定外」ではなかったこと、
過去の災害から教訓を正しく学ぶ重要性を１２０人の参加者
に語りました。
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○ １０５ 

□問い合わせ先　学校教育課　�（４８）１１１１（内２０２）

�����

���������������
　新年明けましておめでとうございます。謹んで新春のお慶びを申し上
げます。
　平素は本町の教育行政ならびに園・学校などの教育活動に対して、格
別のご理解とご協力を賜り誠にありがとうございます。心から感謝申し
上げます。
　幼保小中一貫教育プロジェクトを立ち上げて７年になります。その間
に２回の実践発表会を開催し、全国に向けて発信しました。そのことは、
阿久比町の取り組みの確かさを検証する絶好の機会となりました。これ
までの７年間の実践活動から初期の目的をすべてではありませんが、達
成する段階になってまいりました。何といっても教職員など指導者の意
識変革する姿に喜びを感じています。あと一歩の前進が、本物の教育へ
と質的転換できるものと確信している次第です。
　本町の子育て（保育・教育）は、横糸としての園・学校と家庭・地域・行政の連携によい兆しを見
せ始めています。日々の教育活動の中で、直面する課題や問題点を打破し、期待される子どもたちを
「心豊かでたくましい、へこたれない人間」に育て上げるために、なお一層の充実した保育・教育を
進めなければなりません。
　幼保小中の縦のつながりを大切にするとともに園・学校の横のつながり、すなわち町内保育園・幼
稚園の全９園の年少・年中・年長の保育士・教諭が、それぞれのグループで、保育・教育の現状や取
り組みなどの情報交換を行い、上級学年へ上げていく方策を保育士や教諭の共通理解のもとで実践活
動に取り組むことが大変重要になってきました。また、小学校では、学年ごとのグループで、日常行
われている教育活動や教科学習などについて徹底的に話し合い、上級学年や中学校に送り出すことが
喫緊の課題です。
　まさに「欠落なき保育・教育」「落差なき保育・教育」の具現化にあり、子どもたちの指導にかか
わる人たちが共通の考えと情熱をもって事に当たることを求めています。
　小学校では、平成２３年度から新学習指導要領のもと新しい教育がスタートしました。また、今年
４月からは中学校も新教育がスタートします。ここ３０年間にわたって続いた軽減化、削減化から「確
かな学力の充実」に向けて指導内容や指導時間が大幅に増大します。そんな中、価値観の多様化とと
もに加速化する情報社会にあって、保育・教育を学校だけに任せていては、大きな成果を期待するこ
とはできません。町民の皆さんの全知力を結集して未来を切り拓く子どもたちのために全力で取り組
むことは、人生の先輩として当然であります。平成２３年度に掲げた「四方よしー子どもよし　保護者
よし　地域よし　園・学校よし」の精神を継続するとともに「幼保小中一貫教育は阿久比の未来」を
合言葉に「人づくり」に 邁 進しようではありませんか。

まい

　最後になりましたが「教育を大切にする町」は発展します。町民の皆さんのご理解とご支援をお願
いし、年頭のあいさつといたします。よろしくお願い申し上げます。
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月 日 火 水 木 金 土 
 

７ 

１４ 

２１ 

２８ 

 

５ 

１２ 

１９ 

２６ 

 

６ 

１３ 

２０ 

２７ 

１ 

８ 

１５ 

２２ 

２９ 

２ 

９ 

１６ 

２３ 

３ 

１０ 

１７ 

２４ 

４ 

１１ 

１８ 

２５ 

 

休 

休 

休 

休 

 

休 

休 

休 

子育て支援センター 子育て支援センター 子育て支援センター 子育て支援センター 
開所時間　午前９時～午後４時 
　　　　　　　（土曜・日曜日、祝日は休み） 
開所時間　午前９時～午後４時 
　　　　　　　（土曜・日曜日、祝日は休み） 

休 

児童館「あそびひろば」 

児童館「あそびひろば」 

児童館「あそびひろば」 

パパとママの 

おしゃべりルーム 

児童館「あそびひろば」 児童館「あそびひろば」 

＊児童館は、毎週月曜日が休館日です。（２月は、１４日も
お休みとなります。） 
＊ことばの相談室「すくすく相談日」は、実施日が変更
になる場合がありますので、あらかじめ予約時にご確
認ください。 
＊　 マークの日は、芝生広場で外遊びができます。 

北原なかよしひろば 

宮津なかよしひろば 

中部なかよしひろば 

東部なかよしひろば 

南部なかよしひろば 

草木なかよしひろば 

英なかよしひろば 

ことばの相談室 
すくすく相談日 
心理士：予約制 

ことばの相談室 
すくすく相談日 
心理士：予約制 

問い合わせ先 fl（４７）０３６９（阿久比スポーツ村クラブハウス２階） 

ぴ っ ぴ  ぴ っ ぴ  ぴ っ ぴ  

だ よ り  だ よ り  だ よ り  

阿久比町 
子育て支援センター 

児童館「あそびひろば」 
城山なかよしひろば 
児童館「あそびひろば」 

児童館「あそびひろば」 
「おひなさまを作ろう！」 児童館「あそびひろば」 

同じ歳の子を持つパパとママの… 

日　時：２月８日（水） 
　　　　午前１０時～午前１１時 
対　象：来年度就園予定の子どもを持つ

保護者 
申し込み：１０組 
＊はじめて参加する方を優先します 
＊１月３１日（火）までに直接あぐぴっぴに申
　し込みください。（電話での申し込み不可） 

おしゃべりルーム 

おさんぽぴっぴ 
おさんぽに行こう！ 

午前１０時30分～午前１１時30分 

おさんぽぴっぴ 
グランドであそぼう！ 

午前１０時30分～午前１１時30分 

おさんぽぴっぴ 
芝生ひろばであそぼう！ 
午前１０時30分～午前１１時30分 

おさんぽぴっぴ 
芝生ひろばであそぼう！ 
午前１０時30分～午前１１時30分 

手作りおもちゃ講座 

日　時：２月１０日（金） 
　　　　午前１０時～午前１１時 
場　所：ひよこルーム 
対　象：１歳半までの子どもを持つ保護者 
申し込み：１０組 
＊１月３１日（火）までに直接あぐぴっぴに申
　し込みください。（電話での申し込み不可） 

つくってあそぼう！「くるくるレインボー」 

子どもと一緒にママもリフレッシュ！ 
ダンス☆ダンス☆ダンス！ 

　「読書指導グループぶんぶん」の皆さんが、
ぴっぴひろばで人形劇を上演します。子どもも
大人も楽しめる内容です。おじいちゃん、おば
あちゃんも歓迎しますので、皆さんお誘い合わ
せの上ご参加ください。 
　　　日　時：２月１４日（火） 
　　　　　　　午前１１時～ 
　　　　　　　　午前１１時３０分 
　　　＊事前申し込みの必要はありません。 

ぶんぶんの… お楽しみ人形劇 

　あぐぴっぴでは、講座や行事の際、1時間程度セ
ンター内でお子さんを預かってくださるボランティ
アの方を募集しています。ボランティア活動に興味
のある方は、スタッフにお問い合わせください。 

子育てミニ講座 
「手作りおもちゃ講座」 

予約制 

お楽しみ人形劇 
ぶんぶん 

ママと一緒に 
ダンス☆ダンス 
☆ダンス！ 
申し込み制 

ペットボトルの中の 
リングがくるくると 
きれいに回るよ！ 

♪リズムに合わせて楽しく体を動かし、ママも子も
　リフレッシュしましょう！ 
日　時：２月２０日（月）午前１０時～午前１１時 
場　所：ぴっぴひろば 
講　師：阿久比健康づくりリーダー　山本 広美先生 
対　象：２～３歳の子どもと保護者 
申し込み：親子１５組（先着順） 
＊１月３１日（火）までに直接あぐぴっぴに申し込みく
ださい。（電話での申し込み不可） 
＊当日ご来場の講座に参加されない方は、午前11時
までは「こっこルーム」か「赤ちゃんルーム」を
ご利用ください。 

☆ 託児ボランティア募集 ☆ 
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　近年、心の病気で悩んでいる人が増えています。その中でも多いのが「うつ病」です。
　うつ病は『こころの風邪』といわれます。風邪は、誰でもかかり“万病の源”といわれるように侮れない病気で
すが、うつ病も同様に、誰でもかかり侮れないという意味で、注意を促しています。
　うつ病は、仕事や家事、学業など社会生活に大きく影響を及ぼし、しかも慢性化しやすい病気です。風邪のよう
に少し休めばすぐに治るものではありません。
　うつ病を防ぐためには、ストレスを上手にコントロールすることが大切です。

ストレスとうまく付き合うためには
・なるべく柔軟に物事を考える
・誰かに話をする
・規則正しい生活を心掛ける
・十分な休養と睡眠をとる
・リラックスして気分転換をする
笑うことも１つの健康法
　笑うと全身の血管が拡張して血流が良くなり、リラッ
クスできます。消化器系の働きも活発になるので、食欲
もわき消化も促進します。
　さらに、笑うことによって出されるホルモンで、がん
細胞を退治する“ナチュラルキラー細胞”が活性化する
ことも分かってきました。
　笑うことは、心身ともに健康で過ごすために欠かせま
せん。普段の生活で、小さな笑いを見つけ、心も体も健
康に過ごしましょう。
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□日　時　２月１３日（月）　午前１０時～午前１１時４５分
□場　所　保健センター
□対　象　町内にお住まいの２０歳以上の方
□定　員　２５人（先着順）
□内　容
　『ヨガ』（講師：松下ヨガ学院認定指導員　竹内景子さん）
　『表情筋のトレーニング法』
　　（講師：歯科衛生士　澤佳子さん）
※　参加の際は、動きやすい服装でお願いします。
□料　金　無料
□申込締切日　２月３日（金）
□申し込み・問い合わせ先
　保健センター　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）
※　託児をご希望の方は、若干名お受けいたします。
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　あなたの歯と骨は元気ですか。
　この機会にチェックしてみましょう。
□日　時　２月１６日（木）
　　　　　午前１０時～午前１１時（終了予定）
□場　所　保健センター　
□対　象　町内にお住まいの２０歳以上の方
□定　員　２０人（先着順）
□内　容　講話『歯周病の予防法』
　　　　　（講師：関歯科医院　関均氏）
　　　　　歯科健診（無料）
　　　　　骨密度検診
※　骨密度検診は素足で行います。
□料　金　１,０００円（骨密度検診料）
□申込締切日　２月３日（金）
□申し込み・問い合わせ先
　保健センター　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）
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��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																				�������	�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																				�������	
　子育て中のママ、パパを対象にしたクッキング教室
です。子どもも喜んで食べる簡単メニューを、皆さん
で一緒に楽しく作りませんか。
□日　時　３月７日（水）　午前１０時～午後０時３０分
□場　所　保健センター
□対　象　小学生以下の子どもを持つ保護者
□定　員　２０人（先着順）
□内　容　調理実習
　　　　　（講師：管理栄養士　岡本和代さん）
□料　金　無料
□持ち物　エプロン、食器をふくためのふきん
□申込締切日　２月２４日（金）
□申し込み・問い合わせ先
　保健センター　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）
※　託児をご希望の方は、若干名お受けいたします。
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キ
　
リ
　
ト
　
リ

５
日
�
 あ
ぐ
い
南
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
 矢
高
字
高
岡
北
８６

　
　
　
 �
４９
－
０３
７３

１１
日
�
・�
 阿
久
比
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
 卯
坂
字
米
山
１
－
１

　
　
　
 �
４８
－
８８
６６

１２
日
�
 東
ケ
丘
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
 福
住
字
高
根
台
１１
－
６

　
　
　
 �
４８
－
５５
５１

１９
日
�
 ち
た
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
 阿
久
比
字
東
向
山
６
－２
９

　
　
　
 �
４８
－
６３
００

２６
日
�
 山
田
内
科

　
　
　
 草
木
字
平
井
堀
３

　
　
　
 �
４８
－
３７
３７

建
国
記
念
の
日

■
み
ん
な
で
楽
し
く
脱
メ
タ
ボ
第
３
弾

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：３
０

　
■■対  
申
込
者

■
歯
と
骨
の
健
康
度
チ
ェ
ッ
ク

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：０
０

　
■■対  
申
込
者

■
乳
児
健
診
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

　
■■時  
１２
：４
５
～（
第
２
子
以
降
）

　
　
１３
：２
０
～（
第
１
子
）

　
■■対  
平
成
２３
年
１０
月
１１
日

　
　
　
　
　
　
～
１１
月
１４
日
生
ま
れ

■
母
子
健
康
手
帳
交
付

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：０
０

■
ヨ
ガ
＆
表
情
筋
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：４
５

　
■■対  
申
込
者

■
２
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
診

　
■■時  
９
：３
０
～

　
■■対  
平
成
２１
年
７
・
８
月
生
ま
れ

■
１
歳
児
歯
科
相
談

　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：０
０

　
■■対  
平
成
２３
年
２
月
生
ま
れ

■
３
歳
児
健
診
　
■■時  
１３
：０
０
～

　
■■対  
平
成
２１
年
１
月
生
ま
れ

■
後
期
離
乳
食
講
習
会

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：３
０

　
■■対  
平
成
２３
年
５
・
６
月
生
ま
れ

■
１
歳
６
カ
月
児
健
診
　
■■時  
１３
：０
０
～

　
■■対  
平
成
２２
年
７
月
１８
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
月
２１
日
生
ま
れ

■
ラ
ッ
コ
の
会

　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：０
０

　
■■対  
平
成
２３
年
７
・
８
月
生
ま
れ

■
母
子
健
康
手
帳
交
付

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：０
０

月
の
保
健
ガ
イ
ド

診
療
時
間

　
９：
００
～
１３
：０
０

　
日
・
祝

�
半
田
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー

　
半
田
市
港
町
１
－
６２

　
�
２３
－
２６
３６

《
健
康
な
ん
で
も
相
談
日
》

□時  
時
　
間
　
　
□対  
対
　
象

□場  
場
　
所
　
　
□そ  
そ
の
他

乳 児 ・ 一 般 健 康 相 談

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

《
休
日
診
療
歯
科
診
療
所
》

診
療
時
間

　
９：
００
～
１２
：０
０

休 日 診 療 案 内

《
休
日
診
療
担
当
医
院
》

□
問
い
合
わ
せ
先
　
環
境
衛
生
課
�（
４８
）１
１１
１（
内
３１
１・
３１
２
）

～
～
～
～
～
～
～
～
～

※
場
所
の
指
定
の
な
い
場
合
、
会
場
は
保
健
セ
ン
タ
ー（
オ
ア
シ
ス
セ
ン
タ
ー
１
階
）で
す
。

３
日（
金
）、
１７
日（
金
）

※
　
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
身
長
・
体
重
・
血
圧

な
ど
を
測
定
し
ま
す
。（
電
話
相
談
も
可
）

受
付
時
間

　
 ９
：０
０
～
１１
：０
０

　
１３
：０
０
～
１５
：０
０
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《 今 月 の お す す め 》　 　 　 　

『野蛮人の図書室』
佐藤　優　著

『図説　平清盛』
樋口　州男　著

『探訪記者　松崎天民』
坪内　祐三　著

『日本の内閣総理大臣事典』
塩田　潮　監修

『１週間で完成！内定獲得できる本』
菊池　啓子　著

『手あそび百科』
植田　光子　編著

『きもの美人になるヘアスタイル』
廣野　朝美　監修・文

『農家が教える米粉とことん活用読本』
農文協　編

『クイズで楽しむ日本語のふしぎ』
高橋　こうじ　著

仏像制作の専門家である仏師が、
仏像の基本の鑑賞法と、造り手だか
らこそわかる深い味わい方を伝授。
京都・奈良「屈指の仏像」１６選も

掲載。

阿久比町立図書館
�48-6231

『まるごとたこ凧カイト　よくあがる凧ベスト２０』
土岐　幹男　編著

『どんぶらどんぶら七福神』
みき　つきみ　文
柳原　良平　画

『ブリキの王女　（上・下）』
フィリップ・プルマン　作

『空色の凧』
シヴォーン・パーキンソン　作

 春 
チュン

 節 の日、母さんとわたしは、
チエ

とびっきり早く起きた。それは、父
さんが帰ってくるから。
春節とは、旧暦のお正月で、中国
最大の伝統行事です。

『チュンチエ』『チュンチエ』
ユイ・リーチョン 文ユイ・リーチョン　文
チュ・チョンリャン 絵チュ・チョンリャン　絵

『京都の仏師が語る 眼福の仏像』『京都の仏師が語る　眼福の仏像』
江里 康慧 著江里　康慧　著

２月の図書館カレンダー
※●●印は休館日です。

土金木水火月日

４３２１☆☆☆

１１１０９８７�６５

１８１７１６１５１４�１３１２

２５２４�２３２２２１�２０１９

☆☆☆２９２８�２７２６

開館時間　火～金　　　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日・祝日　午前１０時～午後５時

これ以外にも多くの
新着図書があります

『ベーム／モーツァルト序曲集』
『鬼神／和田 薫の音楽』
『ジョン・ウィリアムズ／グレイテスト・ヒッツ：１９６９－１９９９』
『FUKUYAMA　MASAHARU／ THE　BEST　BANG !!』
『平原綾香／my　Classics３』
『はじめての落語』

　おはなしコーナーで、紙芝居や
絵本の読み聞かせなど子ども向け
の楽しい催しをします。
�土曜日　午後２時３０分～
�日曜日　午前１１時～
　と祝日　午後２時３０分～

�������

★狂俳英比会作品展示会
　１月２０日（金）～１月２９日（日）
★尾張教育研究会書写作品コン
クール特選作品展
　２月３日（金）～２月１２日（日）

�������

新着ＣＤ
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�障
害
児
対
応
保
育
士

□
勤
務
場
所　

町
立
保
育
園

□
募
集
人
員　

若
干
名

□
勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日
の
午
前

八
時
半
〜
午
後
四
時
半

□
賃　

金　

時
間
給
千
百
円

早
朝
保
育
対
応
保
育
士

□
勤
務
場
所　

草
木
保
育
園
、
北
原
保
育

園
、
宮
津
保
育
園

□
募
集
人
員　

若
干
名

□
勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日
の
午
前

七
時
半
〜
午
前
十
一
時
半

□
賃　

金　

（
午
前
七
時
半
〜
午
前
八
時

半
）
時
間
給
千
百
円　

（
午
前
八
時
半

〜
午
前
十
一
時
半
）
時
間
給
千
四
十
円

�

�

�

�

�

�

�

	

延
長
保
育
対
応
保
育
士

□
勤
務
場
所　

草
木
保
育
園
、
北
原
保
育

園
、
宮
津
保
育
園

□
募
集
人
員　

若
干
名

□
勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日
の
午
後

三
時
半
〜
午
後
七
時
、
土
曜
日
の
午
前

十
一
時
半
〜
午
後
四
時

□
賃　

金　

時
間
給
千
百
円

乳
児
保
育
対
応
保
育
士

□
勤
務
場
所　

町
立
保
育
園

□
募
集
人
員　

若
干
名

□
勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日
の
午
前

八
時
半
〜
午
後
四
時
半

□
賃　

金　

時
間
給
千
四
十
円

ク
ラ
ス
担
任
対
応
保
育
士

□
勤
務
場
所　

町
立
保
育
園

□
募
集
人
員　

若
干
名

□
勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
土
曜
日
の
午
前

八
時
半
〜
午
後
五
時
十
五
分
（
土
曜
日

は
隔
週
午
後
零
時
半
ま
で
）

□
賃　

金　

月
給
二
十
万
円

　
　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇　
　
　
　
　

□
勤
務
期
間　

四
月
一
日
〜
九
月
三
十
日

（
更
新
有
り
）

□
交
通
費　

月
額
二
千
円
（
自
宅
か
ら
勤

務
地
ま
で
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
場

合
）

□
応
募
資
格　

保
育
士
資
格
が
あ
り
、
年

齢
六
十
四
歳
（
平
成
二
十
四
年
四
月
一

日
現
在
）
ま
で
の
健
康
な
方
（
六
十
五

歳
定
年
）

□
試　

験　

面
接
試
験
（
試
験
日
は
一
月

三
十
日（
月
））

□
提
出
書
類　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・

写
真
添
付
）
、
保
育
士
証
の
写
し

□
申
込
期
限　

一
月
二
十
五
日
（
水
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課　

�（
４
８
）１
１
１
１

（
内
２
２
６
）

�□
勤
務
場
所　

阿
久
比
町
役
場

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
内
容　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
・
公
用
車

の
運
転
と
点
検
・
清
掃
そ
の
他
簡
単
な

庶
務
用
務

□
勤
務
時
間　

週
五
日
（
町
の
規
定
に
よ

る
。
た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝

日
や
早
朝
・
夜
間
の
場
合
有
り
）

�

�

�

�

�

�

�

□
勤
務
期
間　

四
月
一
日
〜
平
成
二
十
五

年
三
月
三
十
一
日

□
賃　

金　

町
が
定
め
る
金
額

□
応
募
資
格　

年
齢
六
十
四
歳
（
平
成
二

十
四
年
四
月
一
日
現
在
）
ま
で
の
大
型

第
一
種
免
許
ま
た
は
大
型
第
二
種
免
許

を
有
し
、
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で

き
る
方
（
六
十
五
歳
定
年
）

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・

写
真
添
付
）
、
運
転
免
許
証
の
写
し

□
申
込
期
限　

一
月
三
十
一
日（
火
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
庶
務
係　

�（
４
８
）１
１
１
１

（
内
２
０
７
）

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第 55555555555555555555 次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画ににににににににににににににににににににおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる第5次阿久比町総合計画における
「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働のののののののののののののののののののの行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」「参画・協働の行動指針」

基本計画第４章・第１節　教育
○基本的な生活習慣、しつけなど家庭における教育
に力をいれましょう。
○地域一体となったあいさつ運動を実施しましょ
う。
○子どもは町全体で、地域で育てるという意識のも
と、自分の子ども以外にも注意する、大人が模範
を見せることでマナーを教えましょう。
○保護者会やＰＴＡ活動などへ積極的に参加しま
しょう。
○これまで培ってきた知識・技術を生かし、子ども
たちの学習活動を支援しましょう。

平成２３年度　あぐい女性の会メイン事業・阿久比町男女共同参画講演会 

男女がともに支えあい、女性の社会参画や男性の家庭参画を支援する 
地域づくりを目指して、講演会を開催します。 
 

◎託児あります 
　希望される方は、１月１６日(月)～ ２月３日（金）に社会教育課 
まで申し込みください。 
　　定員は１０人です。（先着順・未就園児に限る。） 
◎親子同伴の参加もできます 
 

□日　時　２月１８日(土)　  
　　　　　午後２時～午後４時 
　　　（受付開始は午後１時３０分） 
□場　所　中央公民館本館 
　　　　　３０１号室 
□講　師　社会保険労務士 
　　　　　横井寿史氏 
　（講師プロフィール） 
　　　愛知県男女共同参画審議会委員、 
　　あいちワーク・ライフ・バランス推進協議会委員など 
　　を務める。 
　　　ブログ「パパを楽しもう！」や、父親・イクメンのための 
　　育児情報サイト「@niftyパパスイッチ」でコラムを掲載。 
　　いかに人生を楽しみ、素敵な父親になるかを日々探求中。 
 
 
 
 

□主　催　あぐい女性の会・阿久比町・阿久比町教育委員会 
□問い合わせ先　社会教育課　fl（４８）１１１１（内２６２） 

入場無料 

Information

お知らせ  
InformationInformation
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Information

お知らせ  
InformationInformation

�
　

食
品
表
示
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
身

に
付
け
、
食
品
関
係
事
業
者
、
行
政
機
関

な
ど
と
意
見
交
換
を
行
う
「
食
品
表
示
に

関
す
る
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催

し
ま
す
。

□
日　

時　

二
月
十
七
日（
金
）午
後
一
時

半
〜
午
後
四
時
（
開
場
は
午
後
一
時
）

□
会　

場　

ア
イ
プ
ラ
ザ
半
田（
半
田
市
）

□
参
加
費　

無
料
（
交
通
費
・
駐
車
場
代

は
参
加
者
各
自
で
負
担
願
い
ま
す
。
）

□
募
集
人
数　

五
十
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

□
募
集
期
間　

一
月
十
六
日（
月
）〜
二
十

六
日（
木
）

□
応
募
資
格　

知
多
半
島
五
市
五
町
に
在

住
ま
た
は
勤
務
し
、
食
品
表
示
に
興
味

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�	


�
�



の
あ
る
方

□
申
し
込
み
方
法　

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電

子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、
参

加
希
望
者
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

お
よ
び
「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
参
加

希
望
」
と
記
載
し
、
送
付
願
い
ま
す
。

参
加
決
定
者
に
は
二
月
二
日（
木
）ま
で

に
通
知
し
ま
す
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
４
７
５
―
０
９
０
３

　

半
田
市
出
口
町
１
‐　

‐
４

４５

　

愛
知
県
半
田
保
健
所
食
品
安
全
課

　

�（
２
１
）３
３
４
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
２
４
）７
１
４
２

　

電
子
メ
ー
ル　

handa

‐ hc@
pref.aichi.lg.jp

�
　

阿
久
比
産
の
大
豆
と
ス
リ
ラ
ン
カ
の
天

日
干
塩
を
使
っ
て
、
手
作
り
み
そ
を
造
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

□
日　

時　

二
月
七
日（
火
）に
四
回
実
施

　

①
午
前
九
時
〜
午
前
十
時
半

　

②
午
前
十
時
半
〜
正
午

　

③
午
後
一
時
〜
午
後
二
時
半

　

④
午
後
二
時
半
〜
午
後
四
時

□
場　

所　

中
央
公
民
館
本
館
２
０
４
号
室

□
持
ち
物　

材
料
費
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
み
そ
を
入
れ
る
容
器
（
み
そ
の
出

来
上
が
り
は
、
三
・
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
程

度
な
の
で
約
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
入
る
か
め

　

・ 
樽 
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
な
ど
）

た
る

□
費
用　

材
料
費
二
千
円
程
度

　
（
大
豆
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
、米 
麹 
、塩
ほ
か
）

こ
う
じ

□
講
師　

あ
ぐ
い
く
ら
し
の
会
、
愛
知
県

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

農
村
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

□
定
員　

各
回
十
人
（
計
四
十
人
）

□
申
し
込
み
開
始　

一
月
二
十
五
日（
水
）

午
前
九
時
（
電
話
申
込
可
。
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
代
理
で
の
申

し
込
み
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

産
業
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
３
４
）

�
　

愛
知
建
連
技
能
専
門
校
で
は
、
時
代
の

変
化
に
対
応
で
き
る
若
年
技
能
者
育
成
の

在
職
者
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

□
対　

象　

学
歴
不
問
、
三
十
歳
ま
で
の

方
。
た
だ
し
、
職
業
訓
練
指
導
員
が
在

籍
す
る
事
業
所
に
勤
務
し
、
訓
練
科
に

該
当
す
る
職
種
に
従
事
し
て
い
る
方

（
事
業
主
が
会
員
に
な
る
こ
と
）

□
職
種
と
訓
練
期
間

　

木
造
建
築
科　

三
年
／
造
園
科　

三
年

／
建
築
板
金
科　

二
年
／
左
官
・
タ
イ

ル
施
工
科　

二
年
（
入
校
式
は
四
月
、

訓
練
は
五
月
〜
翌
年
三
月
）

□
訓
練
時
間　

土
曜
日（
毎
月
三
〜
四
回
）

の
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

□
訓
練
経
費　

事
業
主
負
担
金
月
額
七
千

円
、
事
業
主
会
費
一
万
円

　

（
入
学
時
の
み
入
校
金
二
万
円
、
教
材

費
一
万
二
千
円
）

□
申
し
込
み
方
法　

三
月
三
十
一
日（
土
）

ま
で
に
事
業
所
経
由
で
願
書
を
提
出

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
建
連
技
能
専
門
校

　

�
０
５
６
６（
４
１
）４
５
２
３

�
�
�
�
�
�
�
	



�

�

�

�

�

�

�

	

�
　

街
で
人
が
突
然
意
識
を
失
っ
て
倒
れ
た

時
や
家
庭
な
ど
で
家
族
の
方
が
呼
び
掛
け

て
も
返
事
を
し
な
く
な
り
心
肺
停
止
状
態

に
な
っ
た
時
な
ど
に
使
用
す
る
の
が
、
自

動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
で
す
。

　

心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
人

に
対
す
る
応
急
手
当
は
一
分
一
秒
を
争
う

も
の
で
す
。
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
人
工
呼

吸
と
併
せ
て
、
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を

与
え
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
救

命
の
チ
ャ
ン
ス
は
大
幅
に
増
加
す
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
実
技
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
操
作
を
習
得

し
て
く
だ
さ
い
。

□
内　

容

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
講
義
お
よ
び
実
習

（
実
技
体
験
は
一
グ
ル
ー
プ
受
講
者
五

人
で
講
師
が
一
人
つ
き
ま
す
。
動
き
や

す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
）

□
日　

時　

三
月
六
日（
火
）

　

午
後
一
時
半
〜
午
後
四
時

□
場　

所　

美
浜
町
保
健
セ
ン
タ
ー
二
階

　

機
能
訓
練
室

□
募
集
人
員　

二
十
人
（
先
着
順
）

□
参
加
費
用　

無
料

□
申
込
開
始
日　

二
月
一
日（
水
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
半
田
保
健
所
総
務
企
画
課

　

�（
２
１
）３
３
４
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
２
４
）７
１
４
２

　

電
子
メ
ー
ル　

handa

‐ hc@
pref.aichi.lg.jp

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

	

保
護
司
に　

　 
竹  
内  
敬 
定
   
　
さ
ん

た
け 

う
ち 

と
し 

さ
だ

　
　

新
し
く
保
護
司
に
竹
内
敬
定
さ
ん

（
草
木
）
が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

　

保
護
司
は
、
保
護
監
察
官
と
協
力
し
て

更
生
保
護
の
仕
事
に
従
事
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
福
祉
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
０
１
）
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�
　

消
費
者
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

に
対
応
す
る
た
め
、
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

と
し
て
消
費
者
行
政
の
推
進
に
協
力
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

□
モ
ニ
タ
ー
の
主
な
仕
事

・
日
常
生
活
の
中
で
危
険
と
思
わ
れ
る
商

品
、
不
当
な
表
示
、
悪
質
商
法
、
生
活

必
需
品
の
価
格
動
向
な
ど
の
観
察
・
通

報
・
調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
（
年
三
回

程
度
）

・
生
活
必
需
品
な
ど
の
需
給
・
価
格
調
査

（
県
が
特
に
必
要
と
し
た
場
合
の
み
）

・
消
費
者
行
政
に
関
す
る
意
見
･
要
望
の

提
出

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

・
地
域
･
周
囲
な
ど
へ
の
消
費
生
活
に
関

す
る
情
報
の
提
供

・
研
修
会
（
年
一
回
の
予
定
）
へ
の
出
席

□
応
募
資
格

・
県
内
に
住
む
満
二
十
歳
以
上
の
方
（
公

務
員
、
公
職
選
挙
法
に
よ
る
公
職
者
は

除
く
。
）

・
四
月
下
旬
〜
五
月
上
旬
に
開
催
す
る
研

修
会
に
出
席
で
き
る
方
（
開
催
日
時
・

会
場
は
、
応
募
用
紙
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。
）

□
任　

期　

依
頼
日
〜
平
成
二
十
五
年
三

月
三
十
一
日

□
謝　

礼　

年
額
四
千
五
百
円
以
内
（
予

定
）

□
応
募
期
限　

二
月
十
六
日（
木
）

　

（
当
日
消
印
有
効
）

□
応
募
方
法　

役
場
産
業
課
、
知
多
県
民

生
活
プ
ラ
ザ
で
配
付
す
る
所
定
の
応
募

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
（
応
募
用
紙
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
有
り
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

知
多
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

　

�（
２
３
）３
９
０
０

　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/

kenm
in/shohiseikatsu/m

onitor/

�
　

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
基
づ
く
農

振
農
用
地
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、
農
用

地
利
用
計
画
変
更
申
出
書
の
提
出
が
必
要

に
な
り
ま
す
が
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見
直
し
作
業

の
た
め
、
農
用
地
利
用
計
画
変
更
申
出
書

の
受
け
付
け
を
停
止
し
ま
す
。
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
平
成
二
十
四
年
四
月
案
件
締
め
切
り
日

　

二
月
十
五
日（
水
）

※　

平
成
二
十
四
年
七
月
案
件
〜
平
成
二

十
五
年
一
月
案
件
は
、
受
け
付
け
を
停

止
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

産
業
課
農
政
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
２
７
）

�
　

知
多
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
は
、
知

多
地
域
の
青
年
農
業
者
の
集
ま
り
で
す
。

日
ご
ろ
、
技
術
を
磨
く
勉
強
会
や
農
業
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�

�

�

�

�

�

	




�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�

�

�

�

�

�

	




　

今
回
、
知
多
農
業
の
Ｐ
Ｒ
と
女
性
と
の

交
流
を
兼
ね
た
企
画
を
実
施
し
ま
す
。

□
日　

時　

一
月
二
十
九
日（
日
）

　

午
前
十
一
時
〜
午
後
三
時
半

□
場　

所　

【
食
事
会
】
「
ノ
ン
ナ
・
カ

コ
ー
レ
」（
東
海
市
）

　

【
イ
チ
ゴ
狩
り
】
「
茜
園
」（
大
府
市
）

□
参
加
費　

二
千
円

□
参
加
資
格　

十
八
歳
〜
三
十
二
歳
く
ら

い
の
独
身
女
性

□
定　

員　

二
十
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。
）

□
申
込
期
限　

一
月
二
十
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

知
多
農
林
水
産
事
務
所
農
業
改
良
普
及

課
（
担
当
者　

森
下
）

　

�（
２
１
）８
１
１
１
（
内
２
８
２
）

�□
日　

時　

二
月
四
日（
土
）・
五
日（
日
）

　

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

　

（
各
日
先
着
千
人
に
花
苗
一
株
を
無
料

配
布
）

□
場　

所　

中
部
国
際
空
港
セ
ン
ト
レ
ア

ホ
ー
ル

□
問
い
合
わ
せ
先　

　

Ｊ
Ａ
あ
い
ち
知
多
常
滑
事
業
部
ふ
れ
あ

い
業
務
課　

�（
３
４
）９
６
５
６

　

常
滑
市
農
業
水
産
課　

�（
３
５
）５
１

１
１
（
内
１
７
３
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�



�
�
�
��

�
�
	


�
�

��

Information

　町では、障害者の福祉、保健、医療、教育などの福祉施策
を推進し、施行予定の「障害者総合福祉法（仮）」へつなげ
るため、「共に生き、共に支え合う、安心ですみよい　あぐ
い」を基本理念に掲げ、新たに阿久比町障害者計画（案）と
第３期阿久比町障害福祉計画（案）をまとめました。この２
つの（案）について、パブリックコメントを実施し、広く皆
さんから意見を募集します。
□募集案件名　「阿久比町障害者計画（案）」
　　　　　　　「第３期阿久比町障害福祉計画（案）」
□公表方法　町ホームページに掲載および住民福祉課窓口で
閲覧
□募集期間　１月１６日（月）～２月１０日（金）
□提出方法　案件名、住所、氏名、電話番号、意見を記入し、
郵便（２月１０日必着）、ＦＡＸ、電子メール（件名に「パ
ブリックコメント」と入れてください。）で提出または役
場開庁時間内に直接住民福祉課窓口へ提出してください。
様式は問いませんが、日本語でお願いします。なお、提出
いただいた個人情報は、目的外に利用および流用しません。
□意見の取り扱い　提出された意見に対し、個別に回答しま
せんが、意見の概要と町の考え方をまとめ、町ホームペー
ジなどで公表します。
□提出・問い合わせ先　住民福祉課　�（４８）１１１１（内３０６）
　〒４７０－２２９２　阿久比町大字卯坂字殿越５０
　ＦＡＸ　（４８）０２２９
　電子メール　jumin@town.agui.lg.jp

パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッククククククククククククククククククククココココココココココココココココココココメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメンンンンンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトトトトト（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集））））））））））））））））））））パブリックコメント（意見募集）

　パブリックコメントとは、町の基本的な政策を立案する
過程で素案を公表し、住民の皆さんから広く意見を募集し、
提出された意見などを考慮して町の意思決定を行うもの
です。また、意見などに対する町の考え方を公表します。
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日　　時場　　所種　　目
１０日（金）、２４日（金）
午後７時３０分～午後９時

草木小学校体育館
ふれあいルーム

フォーク
ダンス教室

１日（水）、１５日（水）、２９日（水）
午後７時３０分～午後９時草木小学校体育館健康体操教室

８日（水）、２２日（水）
午後７時３０分～午後８時３０分草木小学校体育館ヒップホップ

ダンス教室
３日（金）、１７日（金）
午後２時～午後３時３０分草木公民館ヨガ教室

４日（土）、１１日（土）、１８日（土）、
２５日（土）
午前９時～正午

草木小学校体育館
小中学生
バレーボール
教室

１９日（日）、２６日（日）
午前９時～午前１１時草木小学校運動場グラウンド

ゴルフ
※２月の「みんなでウオーキング」はお休みです。
　日時など変更になる場合は、草木地区の掲示板でお知らせし
ますので確認してください。

　非会員の方は、１人１回２００円です。
□申し込み・問い合わせ先　アクティブあぐい
　�０９０（６６１７）９１０１（担当　竹内）

２月の 

会　場内　　容日　　時

陸上競技場
愛知県ユース（U-１３）サッカー
選手権知多予選大会

２月５日（日）

陸上競技場スポーツ村を走ろう
２月１２日（日）
午前９時３０分
～午前１１時３０分
□問い合わせ先　阿久比スポーツ村　�（４９）２５００

�□
日　

時　

二
月
十
八
日（
土
）

　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時

□
場　

所　

中
央
公
民
館

□
定　

員　

五
十
人
（
定
員
を
超
え
る
申

し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、
抽
選
に
よ

り
決
定
）

□
参
加
費　

無
料

□
演　

題　
「
知
多
半
島
の
古
窯
に
つ
い
て
」

□
講　

師　

常
滑
市
民
俗
資
料
館
館
長　

中
野
晴
久
氏

□
申
し
込
み
方
法　

一
月
三
十
一
日（
火
）

ま
で
に
電
話
（
平
日
午
前
九
時
〜
午
後

五
時
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル（
件
名

�

�

�

�

�

�

�

	

�

�

�

�

�

に
「
文
化
財
講
演
会
」
と
入
れ
て
く
だ

さ
い
。）
ま
た
は
直
接
窓
口
で
お
願
い

し
ま
す
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
６
０
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
４
８
）６
２
２
９

　

電
子
メ
ー
ル　

shakyo@
tow
n.agui.lg.jp

�
　

新
入
学
、
転
編
入
学
、
特
科（
聴
講
生
）

の
募
集
を
し
ま
す
。

□
募
集
人
員　
（
普
通
科
）約
二
百
八
十
人

□
応
募
資
格

・
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
、
今
春
中
学
校

�

�

�

�

�

�

�

	




�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

を
卒
業
見
込
み
の
方
、
中
学
校
卒
業
と

同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
方
な
ど

・
転
編
入
学
は
、
高
等
学
校
で
一
部
単
位

を
修
得
し
た
方

□
出
願
期
間

・
新
入
学
の
前
期
選
抜
は
二
月
二
十
四
日

〜
二
十
七
日
（
土
曜
日
・
日
曜
日
を
含

む
。）、
後
期
選
抜
は
三
月
二
十
六
日
〜

三
十
日

・
転
編
入
学
は
三
月
十
日
〜
十
四
日
（
日

曜
日
は
除
く
。）

・
特
科
は
三
月
十
四
日
〜
十
八
日
（
土
曜

日
は
除
く
。
日
曜
日
は
午
後
の
み
可
）

□
選
抜
日

・
新
入
学
の
前
期
選
抜
は
三
月
四
日
、
後

期
選
抜
は
四
月
一
日

・
転
編
入
学
は
三
月
二
十
日

□
選
抜
方
法

・
新
入
学
は
書
類
審
査
、
作
文
、
面
接

・
転
編
入
学
は
書
類
審
査
、
学
力
検
査

（
国
・
数
・
英
）
、
面
接

・
特
科
は
書
類
審
査

□
願
書
交
付　

新
入
学
は
二
月
一
日
か
ら
、

転
編
入
学
と
特
科
は
二
月
二
十
一
日
か
ら

□
出
願
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
４
４
８
―
８
６
５
３

　

刈
谷
市
半
城
土
町
三
ツ
又　
　２０

　

刈
谷
東
高
校

　

�
０
５
６
６（
２
１
）３
３
４
９

　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.kariyahigashi

‐ h.
aichi

‐ c.ed.jp/

（
閲
覧
の
み
）

＊＊ 第７回アクティブあぐいボウリング大会 ＊＊
日   時：２月５日（日）
　　　　午前１０時集合・午前１０時３０分スタート
場　所：半田グランドボウル
参加費：マイボウルの部（３Ｇ）　２,０００円
　　　　一般の部（２Ｇ）　会員　１,４００円
　　　　　　　　　　　非会員　１,６００円（靴代別）
申込期限：１月３０日（月）
定　員：４０人

今今月月のの納納税税ななどど
町民税　　　　　　　　　　４期分
国民健康保険税、介護保険料　５期分
後期高齢者医療保険料　　　７期分
納期限は１月 ３１日（火）です。

※口座振替の方は、口座の残高確認をお願いします。
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□人権・行政・心配ごと相談
　２日（木）・１６日（木）
　場　所：中央公民館本館
　時　間：午前９時３０分～午前１１時３０分
　※　電話での相談も受け付けます。
□無料法律相談（事前に予約が必要）
　１６日（木）
　場　所：中央公民館本館
　時　間：午後１時～午後４時
□問い合わせ先
　住民福祉課�（４８）１１１１（内３０１）

2月の相談 2月の相談 

�

�

�

�

���������������������������������������������

���������������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
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２月２日（木）
場　所　中央公民館本館
時　間　午後１時３０分～午後４時３０分
　NPO法人知多地域成年後見センター
では、成年後見制度巡回相談（事前に予
約が必要）を毎月行っています。
□問い合わせ先
　半田後見事務所（半田市福祉文化会館
内）　�（２１）０８１１

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																				
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◇事例（７０代女性）
　８月Ａ社に頼まれてＢ社の社債を申し込んだ。負担はないはずだったのに
３００万円支払うことになってしまった。最近は、Ａ社やＢ社に電話をしても
繋がらない。そんなときにＣ証券会社から社債の件で電話があったが、「お
金がない」と電話を切ったことがある。すると先日、国民生活センターの証
券取引課を名乗る人から電話で「Ｂ社の相談が１００件以上寄せられたので調査
に入った。証券会社をかたって証券を買い取るという電話があるだろうが、
次の５社以外は信用してはいけない」と言われた。その中にＣ証券会社が含
まれていたが信用しても大丈夫か。
　公的機関が消費者に電話することはありません。業者が、Ｃ証券会社の話
を信用させるため国民生活センターをかたって電話をかけてきたと思われる
ことを説明しました。今後、社債に関する電話は一切相手にしないようにと
助言しました。
・　消費生活センターや国民生活センターなどの公的機関が消費者に直接電
話をかけ、被害の調査や相談を行ったり、特定の社債や未公開株を勧める
ことは一切ありません。

・　過去に社債などの投資トラブルにあったことのある消費者は「以前は損
をしたが、今回は、大丈夫」などと油断せずに、特に注意しましょう。

・　社債については、６０才以上の高齢者からの相談が多く寄せられています。
トラブルに気づいていなかったり、内緒にしていたりすることもあるので、
周囲の人たちが、日常生活の中で何か変わったことがないかと気にかける
ことも必要です。

◎　消費生活相談（無料）を行います。ご利用ください。
　□日　時　２月８日（水）（毎月第２水曜日）
　　　　　　午前１０時～正午、午後１時～午後４時
　□場　所　中央公民館本館２０５号室
　□問い合わせ先　産業課　�(４８)１１１１（内２３４）
※　知多県民生活プラザでも消費生活相談を行っています。
　月曜日～金曜日　午前９時～午後４時３０分　�(２３)３３００

シリーズ　消費生活相談⑲
｢公的機関をかたった社債に関する｣相談
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俳
　
英
　
比
　
会 

十
二
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広報あぐい　２０１２年１月１５日号

広
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あ 
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い

1046

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ/
資源を大切に！この用紙は再生紙を使用しています。

広報あぐいを声の広報ボランティア「あいうえお」が CD録音しています。
ぜひご利用ください。
■問い合わせ先　阿久比町社会福祉協議会・ボランティアセンター�（４８）１１１１

阿久比町民憲章
12月　救急・火災

救急救急　　　　１２３１２３
交通事故交通事故　　１０１０
急 病急　　病　　８４８４
そそ の 他の 他　　２９２９

火災火災　　　１１
建 物建　物　　１１
車 両車　両　　００
その他その他　　００

阿久比町消防団
出動人員　０人

平
成
二
十
四
年
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す

●
平
成
二
十
四
年
二
月
に
実
施
す
る
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
は
、
全
て
の
企
業
・
事

業
所
を
対
象
に
、
全
産
業
分
野
の
経
済
活
動
を
同
一
時
点
で
網
羅
的
に
把
握
す
る
我
が

国
唯
一
の
調
査
で
す
。

●
調
査
の
結
果
は
、
国
の
各
種
行
政
施
策
を
は
じ
め
、
地
域
の
産
業
振
興
や
商
店
街
の
活

性
化
な
ど
の
地
域
行
政
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

●
支
社
等
の
な
い
事
業
所
等
に
は
、
調
査
員
が
直
接
伺
い
、
調
査
票
を
お
配
り
し
ま
す
。

●
支
社
等
を
有
す
る
企
業
に
は
、
国
、
都
道
府
県
及
び
市
が
民
間
事
業
者
を
通
じ
て
本
社

等
に
調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
。

●
調
査
票
は
、
平
成
二
十
四
年
一
月
末
日
ま
で
に
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
二
月
一
日
以
降

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
御
理
解
い
た
だ
き
、
御
回
答
を

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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経済センサスキャラクター

総務省・経済産業省・都道府県・市区町村
経済センサス- 活動調査については、キャンペーンサイトをご覧ください。

http://www.stat.go.jp/data/e-census/campaign/index.htm


